
　
　
平
成
二
十
年
か
ら
三
十
一
年
末
ま
で
に
通
讀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

（
凡
例
）
　
　
　
平
成
二
十
三
年
末
ま
で
。

●
著
者
、『
書
名
』
出
版
年
、
出
版
者
。（
讀
了
日
を
示
す
整
理
記
號
）

副
題
お
よ
び
。
内
容
概
要
。

そ
の
他
。

　
　
　
　
平
成
二
十
年

●
陶
智
子
著
『
不
美
人
論
』
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
平
凡
、
平
凡
新
書
。(20-04-15)

　
　
不
美
人
に
つ
い
て
色
ん
な
角
度
か
ら
論
じ
て
ゐ
る
。
不
美
人
は
美
人
の
反
對
概
念
で
あ
る
が
、
否
定

的
概
念
で
あ
る
た
め
、
不
美
人
論
の
内
容
は
、
自
然
に
美
人
を
論
じ
る
こ
と
と
同
じ
に
な
る
。
こ
の
本
も

美
人
論
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
仕
方
が
な
い
。

●
湯
淺
眞
沙
子
著
『
歌
集
　
秘
帳
』
平
成
十
二
年
、
株
式
會
社
皓
星
社
。(20-08-05)

　
　
巻
頭
に
林
あ
ま
り
の
文
章
あ
り
。

●
永
田
守
弘
編
『
官
能
の
淫
髄
・
極
め
つ
き
十
編
』
平
成
十
五
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。

(20-11-07)

　
　
現
代
作
家
に
よ
る
官
能
小
説
の
主
な
文
章
を
紹
介
。
再
讀
（19-03-23

）

●
ナ
ン
シ
ー
・
エ
ト
コ
フ
著
、
木
村
博
江
譯
『
な
ぜ
美
人
ば
か
り
が
得
を
す
る
の
か
』
平
成
十
三
年
、
株

式
會
社
草
思
社
。(20-11-23)

　
　
い
は
ゆ
る
「
美
人
」
と
か
、「
美
男
」
と
い
ふ
存
在
は
、
客
觀
的
に
も
他
人
を
惹
き
つ
け
る
存
在
で

あ
る
と
し
て
、
そ
の
原
因
を
、
生
物
學
的
な
種
の
保
存
の
本
能
に
基
づ
く
も
の
と
考
へ
て
解
説
し
て
ゐ
る
。

嬰
児
で
さ
へ
、
綺
麗
な
人
に
は
、
強
い
關
心
を
示
す
と
い
ふ
。
な
か
な
か
興
味
深
い
美
人
論
。
顔
冩
眞
が

本
人
に
の
み
、
不
自
然
に
見
え
る
事
へ
の
、
腦
の
人
物
認
識
の
部
位
か
ら
の
解
説
も
あ
る
。

●
堀
江
珠
喜
著
『
團
鬼
六
論
』
平
成
十
六
年
、
株
式
會
社
平
凡
社
、
平
凡
社
新
書
。(20-12-25)



　
　
團
鬼
六
文
学
の
魅
力
を
説
く
。
鬼
六
の
育
つ
た
大
阪
の
言
葉
、
大
阪
人
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
、
和
風
好

み
趣
味
な
ど
か
ら
、
西
欧
文
化
の
サ
ド
マ
ゾ
と
は
異
な
る
性
質
の
も
の
だ
と
す
る
。
代
表
作
の
紹
介
も
あ

る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
一
年

●
井
上
章
一
著
『
日
本
の
女
が
好
き
で
あ
る
』
平
成
二
十
年
、
ピ
イ
エ
イ
チ
ピ
イ
研
究
所
。(21-06-08)

　
　
美
人
と
美
女
の
違
ひ
、
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
、
秋
田
や
新
潟
な
ど
美
人
産
地
の
こ
と
な
ど
、
美
人
に
つ

い
て
の
論
評
。
前
書
き
に
日
本
女
性
の
外
人
と
の
結
婚
と
、
日
本
男
子
の
外
人
と
の
結
婚
の
比
較
の
話
が

あ
る
が
、
本
文
に
は
そ
の
關
聯
の
話
は
無
い
。

●
櫻
井
亞
美
著
『
イ
ノ
セ
ン
ト
ワ
ー
ル
ド
』
平
成
九
年
、
株
式
會
社
幻
冬
社
。(21-06-21)

　
　
よ
く
判
ら
な
い
小
説
。
主
人
公
の
女
子
高
生
は
買
春
を
し
な
が
ら
、
智
惠
遅
れ
の
兄
と
性
交
を
續
け
、

妊
娠
す
る
。
自
分
は
人
工
授
精
で
生
ま
れ
、
見
知
ら
ぬ
男
が
實
の
父
だ
と
判
り
、
精
子
提
供
者
で
あ
る
實

の
父
を
探
り
出
し
て
、
そ
の
男
と
性
交
す
る
。
巻
末
に
社
會
學
者
と
稱
す
る
人
が
解
説
を
し
て
ゐ
る
が
、

よ
く
判
ら
な
い
。

●
久
保
隆
之
著
『
銀
座
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
窗
か
ら
』
平
成
二
十
年
、
株
式
會
社
土
屋
書
店
。(21-08-04)

　
　
銀
座
で
經
營
し
て
ゐ
る
美
容
外
科
醫
の
仕
事
に
纏
は
る
随
想
集
。

●
岡
田
甫
著
『
川
柳
末
摘
花
註
解
』
昭
和
二
十
六
年
、
第
一
出
版
社
。(21-09-22)

　
　
『
川
柳
末
摘
花
』
の
解
説
と
し
て
は
昭
和
初
頭
の
『
末
摘
花
通
解
』
九
冊
が
そ
れ
ま
で
の
総
決
算
的

な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
補
ひ
、
未
掲
載
の
句
で
難
解
な
も
の
を
纏
め
て
解
説
し
た
と
の
こ
と
。

再
讀(08-04-17)

●
林
美
一
著
『
艶
色
江
戸
の
瓦
版
』
昭
和
六
十
三
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。(21-09-27)

　
　
昭
和
四
十
一
年
、
有
光
書
房
刊
行
『
珍
版
・
稀
版
・
瓦
版
』
の
改
訂
版
と
の
こ
と
。
瓦
版
、
經
木
摺

り
、『
屁
生
物
語
』、『
首
切
噺
』、
吉
原
細
見
、『
枕
文
庫
』、
文
指
南
な
ど
珍
し
い
出
版
物
話
題
。

　
　
　
　
平
成
二
十
二
年

●
永
田
守
弘
著
『
官
能
小
説
の
奧
義
』
平
成
十
八
年
、
株
式
會
社
集
英
社
、
集
英
社
新
書
。(22-01-09)



　
　
官
能
小
説
の
表
現
法
を
實
例
を
示
し
な
が
ら
解
説
。
濃
厚
な
エ
ロ
ス
に
滿
ち
た
小
説
が
そ
の
ま
ま
官

能
小
説
に
成
り
う
る
の
で
は
な
く
、
讀
者
の
「
淫
心
」
を
ひ
た
す
ら
、
掻
き
立
て
る
小
説
を
官
能
小
説
と

い
ふ
と
す
る
。

●
藤
木
テ
ィ
ー
デ
ィ
ー
シ
ー
著
『
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
革
命
史
』
平
成
二
十
一
年
、
株
式
會
社
幻
冬
舎
、
幻

冬
舎
新
書
。(22-04-15)

　
　
性
を
扱
ふ
成
人
向
け
ビ
デ
オ
商
品
の
發
足
か
ら
現
在
ま
で
の
製
作
と
販
賣
の
變
遷
を
分
か
り
易
く

紹
介
し
て
ゐ
る
。
撮
影
機
材
の
改
善
や
新
機
材
の
登
場
に
よ
り
作
品
の
内
容
が
變
化
す
る
と
同
時
に
、
猥

褻
物
の
取
締
規
制
の
變
遷
に
伴
ひ
、
製
作
か
ら
販
賣
の
あ
り
か
た
、
作
品
の
内
容
に
ま
で
大
き
な
變
化
が

及
ん
で
く
る
こ
と
を
解
明
し
て
ゐ
る
。

●
著
者
不
明
、
辻
真
稀
子
譯
『
新
オ
ー
嬢
の
物
語
』
昭
和
六
十
三
年
、
株
式
會
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
。

(22-08-04)

　
　
「
オ
ー
嬢
の
物
語
」
の
續
編
の
一
つ
。
企
業
買
収
の
た
め
に
一
家
を
擧
げ
て
巴
里
へ
や
つ
て
き
た
米

國
資
本
家
を
迎
へ
撃
つ
企
業
家
が
オ
ー
嬢
と
手
を
組
む
。
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
オ
ー
嬢
の
手
の
内
の
豪
邸

に
住
み
着
い
た
米
國
資
本
家
家
族
は
、
娘
、
息
子
、
妻
、
そ
し
て
當
人
ま
で
も
が
オ
ー
嬢
の
手
に
堕
ち
て
、

セ
ッ
ク
ス
戰
術
に
敗
北
す
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
三
年

●
澁
谷
中
博
著
『
封
印
さ
れ
た
聖
な
る
性
の
秘
密
』
平
成
十
年
、
株
式
會
社
日
本
文
藝
社
。(23-04-07)

　
　
我
が
國
古
來
の
宗
敎
、
思
考
法
の
中
に
存
在
す
る
性
の
感
覺
は
人
類
共
通
の
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
も
生
活
や
考
へ
方
の
深
い
と
こ
ろ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ゐ
る
。
聖
と
性
の
二
つ
の
概
念
が

深
く
結
び
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
を
紹
介
。
再
讀(291102)

●
高
柳
美
知
子
『
六
十
歳
か
ら
の
豐
か
な
性
を
生
き
る
』
平
成
十
二
年
、
有
限
會
社
茉
莉
花
社
。(23-

12-23)

　
　
性
は
人
間
の
文
化
で
あ
り
生
殖
機
能
と
は
別
に
老
い
て
も
性
慾
は
あ
る
。
衰
へ
て
も
、
老
化
を
防
ぐ

た
め
に
も
性
器
を
働
か
せ
る
の
が
好
ま
し
い
。
性
の
自
由
は
法
の
規
制
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
男

女
が
改
め
て
出
會
ひ
直
す
こ
と
が
必
要
。

　
　
　
　
平
成
二
十
四
年



（
凡
例
）

●
整
理
記
號
、
著
者
、『
書
名
』

讀
了
日
、
曜
日

出
版
年
、
出
版
社
、
叢
書
名

副
題
内
容
概
要

著
者
そ
の
他

●240625

、
杉
浦
由
美
子
著
『
二
十
代
女
性
は
セ
ッ
ク
ス
し
て
な
い
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

出
版
　
平
成
二
十
三
年
、
株
式
會
社
角
川
書
店
、
角
川
テ
ー
マ
。

副
題
　
彼
女
た
ち
は
な
せ
男
に
求
め
ら
れ
な
い

容
概
要
　
現
在
の
二
十
代
女
性
は
三
十
代
以
上
の
女
性
よ
り
も
、
そ
の
場
の
空
氣
を
讀
み
、
常
に
そ
の
場

に
合
は
せ
ら
れ
る
能
力
が
あ
る
と
い
ふ
。
セ
ッ
ク
ス
に
對
す
る
貞
操
観
念
は
無
く
、
容
易
に
セ
ッ
ク
ス
を

す
る
し
、
他
人
前
を
憚
る
こ
と
な
く
性
を
話
題
に
す
る
。
し
か
し
、
一
度
限
り
の
セ
ッ
ク
ス
で
も
「
戀
愛

感
情
」
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
場
の
空
氣
に
容
易
に
合
は
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
、
異
常
な
社
會
性
と
、

自
分
の
考
へ
を
變
へ
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
意
識
が
障
碍
と
な
つ
て
、
戀
愛
へ
進
む
こ
と
が
難
し
く
な
つ

て
ゐ
る
。

　
　
こ
の
本
で
は
、
二
十
代
の
女
性
が
三
十
代
以
上
の
女
性
と
は
異
な
る
と
い
ふ
こ
と
を
事
實
と
し
て
、

大
膽
な
論
理
を
展
開
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
や
う
な
こ
と
は
、
何
十
年
か
を
經
て
觀
る
と
、
大
前
提
が
壊
れ

る
可
能
性
が
大
き
い
。
現
在
の
三
十
代
の
女
性
、
四
十
代
の
女
性
が
、
頻
繁
に
セ
ッ
ク
ス
し
て
ゐ
る
か
ど

う
か
も
、
確
か
め
て
ゐ
な
い
樣
子
で
あ
る
。
刺
激
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
際
物
に
類
す
る
。

●240627

、
中
村
う
さ
ぎ
著
『
愛
か
美
貌
か
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日

出
版
　
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
文
藝
春
秋
。

副
題
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
女
王
四

内
容
概
要
　
筆
者
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
馬
券
、
整
形
美
容
な
ど
の
體
驗
を
面
白
可
笑
し
く
紹
介
。

●240630

、
林
美
一
著
『
江
戸
艶
本
を
讀
む
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日

出
版
　
平
成
六
年
、
株
式
會
社
新
潮
社
、
新
潮
文
庫
。

容
概
要
　
江
戸
の
戯
作
者
の
傳
記
研
究
か
ら
發
し
た
江
戸
時
代
の
猥
褻
出
版
物
の
研
究
を
紹
介
。

●240724

、
パ
ム
・
ス
パ
ー
著
、
深
井
裕
美
子
譯
『
も
っ
と
素
敵
な
愛
し
方
』



讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日

ｃ
平
成
十
六
年
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
。

容
概
要
　
遘
合
ひ
を
樂
し
む
た
め
の
、
女
性
向
け
手
引
き
書
。
再
読
。

●240823

、
藍
川
京
著
『
紅
蘂
日
記
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

出
版
　
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
日
本
出
版
社
、
ア
ッ
プ
ル
ノ
ベ
ル
ズ
。

内
容
概
要
　
ポ
ル
ノ
小
説
、
副
題
「
人
妻
千
亞
紀
」。
勤
務
先
の
倒
産
で
職
を
失
つ
た
夫
の
再
就
職
を
知

人
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、・
・
・
。

そ
の
他
　
再
讀(15-08-23)

（290129
）

●241117

、
コ
レ
ッ
ト
ダ
ウ
リ
ン
グ
著
、
木
村
治
美
譯
『
シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日

出
版
　
昭
和
五
十
七
年
、
株
式
會
社
三
笠
書
房
。

内
容
概
要
　
自
分
で
責
任
を
持
つ
て
、
自
分
の
未
來
を
切
り
開
か
う
と
は
し
な
い
。
す
べ
て
は
、
自
分
で

自
分
を
前
に
押
し
や
る
事
が
大
事
だ
と
い
ふ
。

　
　
　
　
平
成
二
十
五
年

●251228

久
家
巧
著
『
ト
ル
コ
生
態
學
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日

出
版
　
昭
和
五
十
九
年
、
株
式
會
社
三
一
書
房
。

副
題
内
容
概
要
　
性
慾
を
扱
ふ
遊
び
場
で
あ
る
ト
ル
コ
風
呂
が
他
の
性
慾
産
業
と
は
異
な
り
、
安
定
的
な
存
在

と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
昔
の
赤
線
と
の
違
ひ
、
技
術
の
進
展
、
マ
ス
コ
ミ
や
警
察
と
の
関
係
な

ど
多
方
面
か
ら
分
析
し
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ル
コ
風
呂
の
經
營
者
、
ト
ル
コ
嬢
、
ひ
も
、
暴
力
團
な
ど

關
係
者
の
實
態
な
ど
も
紹
介
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年

●260110

、
太
田
経
子
『
夜
の
フ
ォ
ー
カ
ス
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
日
、
金
曜
日



出
版
　
昭
和
五
十
九
年
、
實
業
之
日
本
社

副
題
　
「
長
編
官
能
小
説
」
と
肩
書
き
あ
る
が
、
穏
や
か
な
内
容
。

内
容
概
要
　
主
人
公
貴
志
亮
太
は
獨
立
冩
眞
家
で
お
祭
り
の
撮
影
を
專
門
と
し
て
ゐ
る
。
仕
事
関
係
の
出

版
社
編
輯
者
、
飲
み
屋
の
女
性
な
ど
と
性
交
渉
を
持
つ
て
ゐ
る
。
若
い
女
性
冩
眞
家
野
瀬
直
美
に
付
き
ま

と
わ
れ
る
が
、
偶
然
、
そ
の
女
性
の
實
の
母
で
あ
る
舞
台
女
優
、
香
村
蓉
子
を
知
り
、
性
交
渉
を
重
ね
る
。

野
瀬
直
美
は
亮
太
と
初
體
驗
を
す
る
が
、
亮
太
と
蓉
子
の
仲
を
知
り
、
妨
害
を
し
、
亮
太
は
二
人
と
の
性

交
渉
關
係
の
破
局
を
迎
へ
る
。

●260115

、
小
林
照
幸
『
熟
年
性
革
命
報
告
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
、
水
曜
日

出
版
　
平
成
十
二
年
、
株
式
會
社
文
藝
春
秋
、
文
春
新
書

副
題
　
な
し

内
容
概
要
　
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
で
の
現
實
を
基
礎
に
、
老
齢
者
の
性
に
對
す
る
從
來
の
常
識
の
遅

れ
を
指
摘
し
、「
よ
り
よ
い
生
き
方
」
を
實
現
す
る
た
め
の
老
齢
者
の
性
生
活
を
問
題
提
起
ゐ
し
て
ゐ
る
。

著
者
ほ
か
　
こ
ば
や
し
て
る
ゆ
き
、

●260406

、
酒
井
あ
ゆ
み
著
『
ラ
ブ
レ
ス
セ
ッ
ク
ス
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
四
月
六
日
、
日
曜
日

出
版
　
平
成
二
十
四
年
、
株
式
會
社
新
潮
社

副
題
内
容
概
要
　
性
慾
を
對
象
と
し
た
職
業
女
性
に
つ
い
て
、
最
近
の
傾
向
を
示
す
事
例
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

章
立
て
の
表
現
は
異
な
る
が
、
援
助
交
際
の
中
學
生
、
親
子
で
の
風
俗
嬢
、
女
子
高
生
賣
春
、
高
齢
風
俗

嬢
、
処
女
で
吉
原
へ
、
逆
軟
派
部
屋
の
女
、
出
合
部
屋
ク
ラ
ブ
の
人
妻
、
ホ
ス
ト
幹
部
と
女
子
高
生
、
外

務
省
受
付
嬢
か
ら
愛
人
バ
ン
ク
、
個
人
撮
影
、
個
人
營
業
賣
春
、
際
物
動
畫
出
演
、
賣
れ
な
い
風
俗
嬢
な

ど
。
　
　
派
遣
會
社
か
ら
外
務
省
の
受
付
嬢
に
行
つ
て
ゐ
た
時
に
、
高
級
官
僚
に
高
級
料
亭
に
誘
わ
れ
て
、
二

十
萬
圓
貰
ひ
性
交
渉
し
た
と
の
話
。
ほ
か
の
章
と
は
異
質
で
唐
突
な
感
じ
が
す
る
が
、
興
味
深
い
。

著
者
　
さ
か
い
あ
ゆ
み
。
福
島
縣
生
ま
れ
。
い
は
ゆ
る
風
俗
營
業
の
幾
つ
か
を
經
驗
し
て
文
筆
業
。

●260412

、
オ
リ
ビ
ア
・
セ
ン
ト
　
ク
レ
ア
著
、
深
井
み
こ
譯
『
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
愛
し
方
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
四
月
十
二
日
、
土
曜
日

出
版
　
平
成
九
年
、
株
式
會
社
飛
鳥
新
社

副
題
　
男
性
が
あ
な
た
に
夢
中
に
な
る
２
０
３
の
方
法

内
容
概
要
　
女
性
自
身
に
と
つ
て
素
晴
ら
し
い
性
交
を
す
る
た
め
の
考
へ
方
と
具
體
的
な
手
法
を
解
説
。

ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
、
著
者
の
知
人
だ
つ
た
と
い
ふ
、
ご
く
普
通
に
見
え
る
女
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、
男
性
に

も
て
る
遘
合
ひ
上
手
の
理
想
的
な
存
在
で
、
そ
の
人
の
手
法
を
紹
介
す
る
と
し
て
ゐ
る
。
ま
づ
相
手
を
悦

ば
せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
自
分
は
他
人
と
は
同
じ
で
な
く
、
か
け
が
へ
の
無
い
存
在
で
あ
り
、
相
手
も
同

じ
く
か
け
が
へ
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
す
る
。
自
分
の
身
體
を
良
く
知
り
、
必
要
な
訓
練
を
行
ふ
こ
と
。



オ
ル
ガ
ス
ム
の
振
り
を
し
な
い
こ
と
な
ど
。
日
常
の
生
活
の
仕
方
に
も
通
じ
る
内
容
。
原
著
『203 Ways

to drive him wild in bed

』

著
者
　Olivia St. Claire

千
九
百
六
十
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
、
雜
誌
編
輯
者
。
譯
者
、
深

井
み
こ
は
、
昭
和
四
十
一
年
生
ま
れ
、
上
智
大
學
卒
業
し
て
、
通
譯
、
翻
譯
業
。

そ
の
他

●260412

、
オ
リ
ビ
ア
・
セ
ン
ト
　
ク
レ
ア
著
、
深
井
み
こ
譯
『
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
愛
し
方
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
四
月
十
二
日
、
土
曜
日

出
版
　
平
成
七
年
、
株
式
會
社
飛
鳥
新
社

副
題
　
男
性
が
あ
な
た
に
夢
中
に
な
る
１
７
６
の
方
法

内
容
概
要
　
『
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
愛
し
方
』
の
續
編
。
魅
力
的
な
女
性
に
な
る
た
め
の
獨
樂
の
仕
方
に
つ
い

て
、
考
へ
方
と
具
體
的
な
手
法
を
解
説
。
原
著
『The Art of Self-Pleasuring

』

著
者
　
　Olivia St. Claire

千
九
百
六
十
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
、
雜
誌
編
輯
者
。
譯
者
、

深
井
み
こ
は
、
昭
和
四
十
一
年
生
ま
れ
、
上
智
大
學
卒
業
し
て
、
通
譯
、
翻
譯
業
。

そ
の
他
　
再
讀(16-07-22)

。

●260725

、
シ
ェ
ア
・
ハ
イ
ト
著
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
祥
子
、
青
山
陽
子
共
譯
『
ハ
イ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
新
家

族
論
　
上
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
、
金
曜
日

出
版
　
昭
和
七
年
、
株
式
會
社
同
朋
舎
出
版

副
題
　
無
し

内
容
概
要
　
記
述
式
調
査
に
よ
り
、
娘
が
受
け
た
母
や
父
か
ら
の
性
的
な
關
係
に
つ
い
て
の
ま
と
め
。
下

巻
は
息
子
へ
の
調
査
結
果
。
上
巻
全
體
を
通
し
て
、
從
來
の
、
或
い
は
現
在
の
家
庭
の
中
で
の
娘
の
性
的

な
關
係
を
否
定
し
て
、
傳
統
や
習
慣
を
な
く
し
た
、
蒸
溜
水
の
や
う
な
感
覺
の
女
性
を
理
想
と
し
て
ゐ
る

や
う
だ
。

「
　
な
ぜ
、
家
族
は
け
ん
か
す
る
の
で
し
ょ
う
？
　
家
庭
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
皮
肉
に
も
、
性
別

の
の
で
す
。
両
親
が
平
等
で
な
い
せ
い
で
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
不
安
定
な
状
態
が
生
ま
れ
ま

す
。
新
聞
や
雜
誌
な
ど
に
「
離
婚
率
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
事
が
し
ば
し
ば
登
場
し
、 “

家
族
の

崩
壊 ”

な
ど
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
警
告
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の “

崩
壊 ”

は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
家
族
の
民
主
化
と
多
様
化
の
過
程
で
あ
り
、
万
人
の
利
益
と
な
る
も

の
な
の
で
す
が
、
そ
の
隠
さ
れ
た
原
因
は
、
男
性
と
女
性
の
間
で
昔
か
ら
か
わ
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
、

 “

感
情
に
関
す
る
契
約 ”

の
よ
う
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
（
第
五
章
参
照
）。」（
第309

ペ
ー
ジ
）

著
者
　
シ
ェ
ア
・
ハ
イ
ト
　
昭
和
十
八
年
生
ま
れ
。
フ
ロ
リ
ダ
大
學
で
、
ア
メ
リ
カ
史
を
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
學
で
思
想
史
を
學
ぶ
。
女
性
解
放
運
動
に
係
は
り
、
ハ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
．

そ
の
他

●261110

、
亀
山
早
苗
著
『
婚
外
恋
愛
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
、
月
曜
日
。
粗
讀



出
版
　
平
成
二
十
六
年
、
株
式
會
社
カ
ド
カ
ワ
、
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
新
書

副
題
内
容
概
要
　
不
倫
と
い
ふ
言
葉
に
代
り
、「
婚
外
恋
愛
」
と
い
ふ
言
ひ
方
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
、
既
婚

者
同
士
の
夫
婦
以
外
の
戀
愛
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
ゐ
る
と
し
て
、
そ
の
實
態
を
報
告
し
て
ゐ

る
。
著
者
　
か
め
や
ま
さ
な
え
。
昭
和
三
十
五
年
、
東
京
生
ま
れ
。
明
治
大
學
文
學
部
卒
業
。『
不
倫
の
恋
で

苦
し
む
男
た
ち
』、『
夫
の
不
倫
で
苦
し
む
妻
た
ち
』、『
不
倫
の
恋
の
決
斷
』、『
妻
と
恋
人
』、『
渇
望
』
、

『
オ
ン
ナ
を
降
り
な
い
女
た
ち
　
オ
ト
コ
を
降
り
る
男
た
ち
』、『
乾
い
た
夜
』、『
愛
よ
り
甘
く
、
せ
つ
な

く
』、『
救
う
男
た
ち
～
東
京
消
防
庁
の
精
鋭
』、『
ク
マ
モ
ン
力
　
人
を
惹
き
つ
け
る
愛
と
魅
力
の
秘
密
』

な
ど
。

そ
の
他

●270805

、
氏
家
幹
人
著
『
江
戸
の
性
風
俗
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
七
年
八
月
五
日
、
水
曜
日
。

出
版
　
平
成
二
十
年
、
株
式
會
社
講
談
社
、
講
談
社
現
代
新
書
。

副
題
　
笑
い
と
情
死
の
エ
ロ
ス

内
容
概
要
　
幕
末
の
名
奉
行
川
路
聖
謨
の
奈
良
奉
行
時
代
の
日
記
を
基
に
、
江
戸
時
代
の
性
に
關
す
る
感

覺
を
紹
介
。
非
常
に
真
面
目
な
武
家
の
家
の
な
か
で
、
性
に
關
す
る
話
題
が
お
お
ら
か
に
話
さ
れ
て
ゐ
た

こ
と
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。
公
家
の
場
合
も
同
樣
に
お
お
ら
か
で
あ
り
、
春
畫
も
贈
り
物
と
し
て
重
寶
さ
れ

て
ゐ
た
。
性
行
為
に
つ
い
て
も
、
現
代
の
や
う
な
隠
微
な
扱
ひ
は
無
い
。
さ
ら
に
、
男
色
と
武
士
の
感
覺
、

「
肌
を
許
す
」
と
か
、「
不
倫
」
と
か
、「
痴
漢
」
な
ど
、
現
代
の
意
味
と
、
本
來
の
意
味
を
紹
介
。

著
者
　
う
じ
い
え
み
き
と
。
昭
和
二
十
九
年
、
福
島
懸
生
ま
れ
。
東
京
敎
育
大
學
文
學
部
卒
業
。
日
本
近

世
史
專
攻
。

そ
の
他

●271213

、
中
野
榮
三
著
『
遊
女
の
知
恵
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
三
日
、
日
曜
日
。

出
版
　
平
成
五
年
、
株
式
會
社
雄
山
閣
。

副
題
　
江
戸
時
代
選
書
五

内
容
概
要
　
遊
女
、
廓
、
岡
場
所
な
ど
に
關
す
る
基
礎
知
識
。
参
考
文
献
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

著
者
　
な
か
の
え
い
ぞ
う
。

そ
の
他

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年



●280503

、
和
田
好
子
著
『
や
ま
と
な
で
し
こ
の
性
愛
史
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
八
年
五
月
三
日
、
火
曜
日
。

出
版
　
平
成
二
十
六
年
、、
株
式
會
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

副
題
　
古
代
か
ら
近
代
へ

内
容
概
要
　
我
が
國
古
來
の
結
婚
し
江
戸
は
多
夫
多
妻
と
も
言
ふ
べ
き
制
度
で
、
男
女
共
に
自
由
な
性
生

活
、
家
庭
生
活
を
送
つ
て
き
た
。
徳
川
時
代
の
武
家
制
度
の
中
で
、
武
家
の
一
夫
一
婦
制
度
が
建
前
と
な

つ
た
が
、
實
際
は
離
婚
や
再
婚
は
盛
ん
で
、
村
の
中
で
は
集
團
交
際
、
男
女
共
に
性
交
相
手
を
複
數
を
經

驗
し
た
う
え
で
適
切
な
相
手
を
選
ん
で
夫
婦
と
な
る
や
り
方
が
で
き
あ
が
つ
て
ゐ
た
。
明
治
以
降
は
、
西

歐
の
キ
リ
ス
ト
敎
世
界
の
影
響
で
、
傳
統
を
無
視
し
た
觀
念
的
な
家
族
制
度
が
法
定
さ
れ
て
、
自
由
戀
愛

の
掛
け
聲
の
も
と
で
弱
肉
強
食
の
性
生
活
社
會
が
で
き
あ
が
つ
て
ゐ
る
。

　
　
第
一
章
　
神
と
人
と
に
交
わ
る
女
・
記
紀
の
時
代

　
　
第
二
章
　
多
妻
制
度
を
生
き
る
女
た
ち
・
平
安
時
代

　
　
第
三
章
　
自
由
恋
愛
か
ら
姦
通
厳
罰
化
の
時
代
へ
・
鎌
倉
室
町
時
代

　
　
第
四
章
　
戀
愛
禁
制
下
の
大
奥
と
吉
原
・
江
戸
時
代

　
　
第
五
章
　
産
業
革
命
と
生
活
の
變
革
・
明
治
時
代

　
　
後
記
と
し
て
　
過
去
を
振
り
返
り
、
未
來
を
展
望
す
れ
ば

著
者
　
わ
だ
よ
し
こ
。
昭
和
四
年
、
東
京
生
ま
れ
。
神
奈
川
高
等
女
學
校
、
卒
業
。
速
記
者
を
經
て
昭
和

三
十
三
年
、
結
婚
し
二
児
を
生
む
。
昭
和
五
十
年
、
投
稿
雑
誌
『
わ
い
ふ
』
を
發
刊
し
、
三
十
年
間
、
副

編
集
長
。

そ
の
他

●280505

、
氏
家
幹
人
著
『
江
戸
人
の
性
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
八
年
五
月
五
日
、
木
曜
日
。

出
版
　
平
成
二
十
五
年
、
株
式
會
社
草
思
社
、
草
思
社
文
庫
。

副
題
内
容
概
要
　
江
戸
時
代
の
性
に
關
す
る
話
題
を
紹
介
。
春
畫
に
幼
児
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
乳
母
に
よ

る
性
的
な
感
覺
の
體
驗
な
ど
、
美
少
年
や
性
轉
換
の
話
題
、
暮
ら
し
の
中
に
猥
談
や
春
畫
が
普
通
に
登
場

し
て
ゐ
た
こ
と
、
人
妻
の
性
感
覺
、
洗
濯
に
よ
る
女
性
か
ら
の
誘
ひ
、
男
の
操
、
仙
臺
藩
主
の
寵
臣
、
老

人
の
性
な
ど
、
興
味
深
い
話
が
多
い
。

　
　
講
談
社
版
『
江
戸
の
性
談
』
の
改
題
修
正
。

著
者
　
う
じ
い
え
み
き
と
。
昭
和
二
十
九
年
、
福
島
縣
生
ま
れ
。
東
京
敎
育
大
學
文
學
部
、
卒
業
。

そ
の
他

●280526

、
石
崎
芳
男
著
『
元
吉
原
考
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
、
木
曜
日

出
版
　
平
成
六
年
、
株
式
會
社
近
代
文
藝
社
。

副
題
　
も
と
よ
し
わ
ら
こ
う

内
容
概
要
　
現
在
の
日
本
橋
人
形
町
の
地
あ
つ
た
吉
原
遊
郭
に
つ
い
て
、
成
立
か
ら
新
吉
原
へ
の
移
轉
の



樣
子
ま
で
を
種
々
の
参
考
文
献
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
。
遊
女
に
關
係
す
る
言
葉
の
解
説
も
判
り
や
す
い
。

著
者
　
い
し
ざ
き
よ
し
お
。

そ
の
他

●281003

、
菜
摘
ひ
か
る
著
『
風
俗
嬢
菜
摘
ひ
か
る
の
性
的
冒
險
』

讀
了
日
、
平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
、
月
曜
日
。

出
版
　
平
成
十
年
、
株
式
會
社
洋
泉
社
。

副
題
内
容
概
要
　
性
を
賣
る
風
俗
嬢
と
し
て
體
驗
し
た
樣
々
な
職
業
を
紹
介
し
、
男
性
を
性
的
に
悦
ば
せ
る
こ

と
が
自
分
の
天
職
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

著
者
　
な
つ
み
ひ
か
る
。
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ
、
平
成
十
四
年
、
没
。

そ
の
他
　
再
讀(18-06-01)

　
　
　
　
平
成
二
十
九
年

●290129

、
藍
川
京
著
『
紅
蕊
日
記
・
人
妻
千
亜
紀
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
九
日
、
日
曜
日

出
版
　
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
日
本
出
版
社
、
ア
ッ
プ
ル
ノ
ベ
ル
ズ
。

副
題
　
官
能
ロ
マ
ン

内
容
概
要
　
若
妻
千
亞
紀
は
夫
の
真
人
の
勤
務
先
の
大
手
銀
行
が
倒
産
し
た
の
で
、
か
つ
て
學
生
時
代

に
銀
座
の
ク
ラ
ブ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
そ
の
時
に
知
り
合
つ
た
大
手
損
保
會
社
の
役
員
を
し
て
ゐ
た

佐
久
間
徳
次
郎
に
連
絡
を
取
り
、
夫
の
再
就
職
先
を
依
頼
す
る
。
佐
久
間
は
千
亞
紀
に
憧
れ
て
ゐ
た
が

身
持
ち
が
堅
い
の
で
、
欲
望
を
果
た
せ
な
か
つ
た
の
が
、
今
、
相
手
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
の
で
、
真

人
の
就
職
を
約
束
し
、
そ
の
代
り
、
千
亞
紀
に
性
交
渉
の
約
束
を
さ
せ
た
。
真
人
は
自
暴
自
棄
に
な
り
、

千
亞
紀
に
は
荒
々
し
い
性
交
し
か
し
な
い
が
、
佐
久
間
は
優
し
く
接
し
て
、
千
亞
紀
の
性
感
を
開
發
し

て
ゆ
く
。
佐
久
間
に
命
じ
ら
れ
て
、
佐
久
間
の
若
妻
、
美
和
が
講
師
を
勤
め
る
生
け
花
敎
室
に
通
ふ
こ

と
に
な
る
が
、
直
ぐ
に
美
和
に
見
込
ま
れ
て
、
自
宅
へ
連
れ
込
ま
れ
同
性
愛
に
追
ひ
込
ま
れ
て
行
く
。

そ
の
同
性
愛
の
樣
子
は
佐
久
間
が
隠
し
ビ
デ
オ
で
撮
影
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
千
亞
紀
は
佐
久
間
や
美
和

と
の
こ
と
を
日
記
に
記
す
こ
と
で
理
性
を
保
と
う
と
し
て
ゐ
た
が
、
真
人
に
觀
ら
れ
て
し
ま
ふ
。
そ
れ

を
知
つ
た
佐
久
間
は
真
人
の
新
し
い
就
職
先
の
元
役
員
と
し
て
、
真
人
に
會
ひ
、
雙
方
の
妻
の
同
性
愛

を
認
め
る
う
へ
に
家
族
同
士
の
付
き
合
ひ
を
せ
う
と
提
案
し
、
真
人
は
將
來
を
約
束
さ
れ
た
も
の
と
し

て
同
意
す
る
。
そ
し
て
、
佐
久
間
お
別
荘
に
千
亞
紀
と
真
人
が
招
待
さ
れ
た
時
、
美
和
は
真
人
を
連
れ

だ
し
て
性
交
渉
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
續
け
る
と
の
秘
密
契
約
を
結
ぶ
。
一
方
、
別
荘
に
殘
さ
れ
た
佐

久
間
は
千
亞
紀
に
肛
門
性
交
を
行
ひ
、
更
に
今
後
の
性
域
開
發
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
く
。
千
亞
紀
は

一
貫
し
て
新
た
な
性
の
冒
險
を
拒
み
續
け
な
が
ら
も
、
身
體
は
そ
れ
を
求
め
て
感
じ
や
す
く
な
つ
て
行



く
。
著
者
　
あ
い
か
わ
き
ょ
う
。
熊
本
縣
出
身
。
福
岡
女
子
高
校
卒
業
。

そ
の
他
　
再
讀
　(15-08-23) (24-08-23)

●290625

、
富
島
健
夫
著
『
背
徳
者
た
ち
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
、
日
曜
日

出
版
　
昭
和
五
十
六
年
、
實
業
之
日
本
社
、
富
島
健
夫
小
説
選
集
⑲
。

副
題
　
扉
に
は
「
陶
酔
の
ロ
マ
ン
」
と
肩
書
き
が
あ
り
、
奥
付
に
は
「
背
徳
者
た
ち
　
他
短
編
」
と
あ

る
。
内
容
概
要
　
七
作
品
を
収
録
し
て
ゐ
る
。「
背
徳
者
た
ち
」
と
「
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
」
は
獨
立
し
た
設
定

だ
が
、「
紅
梅
白
梅
」
以
降
、「
と
り
か
へ
ば
や
」、「
妬
心
」、「
心
栄
え
」、「
女
の
不
安
」
は
、
大
學
生

の
性
愛
物
語
で
、
女
子
ア
パ
ー
ト
白
梅
莊
が
中
心
舞
臺
と
な
つ
て
ゐ
る
。
登
場
人
物
は
、
連
續
し
て
ゐ

る
者
と
し
て
ゐ
な
い
者
が
あ
る
。「
背
徳
者
た
ち
」
以
外
は
性
愛
小
説
と
し
て
は
面
白
み
が
少
な
い
。

　
　
「
背
徳
者
た
ち
」
　
　
會
社
員
の
大
里
は
大
學
生
の
久
美
と
結
婚
を
前
提
に
交
際
し
て
ゐ
て
、
久

美
は
大
里
の
ア
パ
ー
ト
へ
屡
々
泊
り
込
み
、
遘
合
ひ
を
重
ね
て
ゐ
る
。
久
美
の
十
歳
上
の
叔
母
、
雅
子

は
、
市
役
所
職
員
の
夫
、
今
川
と
の
間
に
子
が
無
く
、
妊
娠
を
望
ん
で
ゐ
て
、「
一
度
、
妊
娠
し
て
流
産

さ
せ
れ
ば
夫
の
子
を
孕
み
易
く
な
る
」
と
信
じ
て
、
久
美
に
相
談
す
る
。
大
里
は
そ
の
爲
に
久
美
と
の

遘
合
ひ
に
雅
子
を
参
加
さ
せ
て
、
雅
子
の
中
へ
射
精
す
る
。
そ
の
後
、
雅
子
は
夫
と
連
日
、
遘
合
ひ
、

妊
娠
し
た
が
、
そ
れ
が
誰
の
子
か
判
ら
な
い
が
、
當
初
の
計
畫
と
異
な
り
、
生
む
と
決
め
る
。
大
里
、

久
美
、
雅
子
の
三
人
は
三
人
遘
合
ひ
の
喜
び
を
知
り
、
大
里
と
久
美
は
遘
合
ひ
中
に
雅
子
に
電
話
し
て
、

雅
子
と
共
に
樂
し
む
。
雅
子
は
ま
じ
め
な
夫
に
浮
氣
を
さ
せ
よ
う
と
、
夫
の
東
京
出
張
を
機
會
に
、
久

美
に
誘
惑
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
久
美
は
最
後
の
と
こ
ろ
で
實
現
せ
ず
、
大
里
は
結
婚
を
控
え
た
女
友

達
、
弘
子
に
今
川
を
紹
介
す
る
。
後
で
弘
子
か
ら
、
二
人
の
遘
合
ひ
は
上
出
來
で
、
雙
方
大
満
足
で
、

今
後
も
續
け
る
と
の
報
告
。
か
く
て
、
五
人{

い
つ
た
り}

す
べ
て
、
万
々
歳
の
結
果
と
な
つ
た
。

　
　
後
味
の
良
い
、
樂
し
い
物
語
。

　
　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
」
　
　
別
府
湯
布
院
の
資
産
家
の
娘
、
芳
子
は
、
東
京
で
獨
り
、
保
育
園
の

保
母
を
し
な
が
ら
生
娘
の
ま
ま
で
自
活
し
て
ゐ
る
。
兄
弟
は
皆
、
兩
親
も
兄
弟
も
見
合
い
結
婚
で
、
自

分
の
好
み
よ
り
も
打
算
や
資
産
を
優
先
し
て
の
結
婚
で
あ
る
。勤
め
先
の
園
児
の
親
に
資
産
家
が
ゐ
て
、

園
児
同
士
の
諍
い
に
親
の
我
を
通
さ
う
と
す
る
が
、
園
児
同
士
が
仲
直
り
し
て
ゆ
く
の
に
、
親
は
我
を

通
し
續
け
る
。
芳
子
の
元
の
交
際
相
手
、
矢
吹
が
警
察
に
追
は
れ
な
が
ら
も
芳
子
の
元
に
忍
び
込
み
、

遘
合
ひ
を
迫
る
が
、
辛
く
も
逃
れ
て
、
ア
パ
ー
ト
を
出
て
姉
の
家
に
泊
め
て
貰
ふ
。
矢
吹
は
芳
子
の
部

屋
の
窓
か
ら
出
た
所
を
捕
ま
る
。
芳
子
は
湯
布
院
で
見
合
し
た
醫
師
か
ら
求
婚
さ
れ
、
心
は
結
婚
へ
と

傾
い
て
行
く
。
湯
布
院
で
の
高
校
同
級
生
の
遘
合
ひ
體
驗
披
露
な
ど
、
遘
合
作
家
の
作
品
と
し
て
の
挿

話
は
あ
る
が
、
主
題
は
保
育
園
児
の
心
の
成
長
と
大
人
の
世
界
の
變
は
ら
な
さ
を
描
い
て
ゐ
る
。

　
　
「
紅
梅
白
梅
」
　
　
大
學
生
の
信
二
は
、
紀
子
に
抱
い
て
と
頼
ま
れ
、
女
子
ア
パ
ー
ト
の
紀
子
の

部
屋
で
遘
合
ふ
。
紀
子
は
絶
妙
な
技
で
信
二
と
遘
合
ふ
が
、「
忘
れ
て
」
と
頼
ま
れ
る
。
同
じ
ア
パ
ー
ト

の
艶
子
か
ら
も
、「
忘
れ
て
あ
げ
て
」
と
頼
ま
れ
る
。
艶
子
か
ら
部
屋
へ
呼
ば
れ
手
作
り
の
御
馳
走
を
戴

く
。
紀
子
は
失
戀
の
あ
と
、
何
人
か
の
男
子
と
一
度
き
り
の
遘
合
ひ
を
し
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
あ
る
日
、



紀
子
が
男
に
付
き
纏
は
れ
て
ゐ
た
の
を
、「
紀
子
の
戀
ひ
人
だ
」
と
言
ひ
、
助
け
る
。
紀
子
は
艶
子
が
信

二
を
慕
つ
て
ゐ
る
と
言
ひ
、
艶
子
は
紀
子
が
慕
つ
て
ゐ
る
と
敎
へ
る
。
信
二
は
二
人
を
自
室
へ
呼
ん
で

話
し
合
ふ
。
二
人
を
送
り
出
し
た
後
、
二
人
に
誘
は
れ
る
が
、
信
二
は
何
れ
と
も
決
め
ず
に
二
人
の
ア

パ
ー
ト
へ
向
か
ふ
。

　
　
「
と
り
か
へ
ば
や
」
　
　
京
太
は
同
じ
學
生
仲
間
の
久
夫
か
ら
二
つ
の
事
を
依
頼
さ
れ
た
。
一
つ

は
久
夫
の
同
棲
相
手
の
初
子
が
卒
業
し
て
故
郷
へ
歸
る
の
で
、
初
子
に
久
夫
以
外
の
男
と
の
遘
合
を
經

驗
さ
せ
た
い
の
で
、
京
太
に
頼
み
た
い
。
も
う
一
つ
は
、
初
子
の
後
釜
に
、
京
太
の
高
校
同
級
の
美
千

代
を
世
話
し
て
く
れ
と
い
ふ
。
京
太
は
そ
れ
に
乘
り
、
美
千
代
に
話
を
持
つ
て
行
く
。
美
千
代
の
女
子

ア
パ
ー
ト
の
同
僚
、
紀
子
は
、
美
千
代
の
好
き
な
の
は
京
太
だ
と
い
ふ
。
京
太
は
久
夫
に
同
意
し
て
、

初
子
と
遘
合
ふ
が
、
美
千
代
と
紀
子
は
、
久
夫
の
來
る
の
を
避
け
て
、
京
太
を
誘
ひ
出
す
。
我
が
儘
男

の
蟲
の
良
い
提
案
が
破
綻
す
る
と
い
ふ
話
で
、
上
出
來
と
は
言
へ
な
い
。

　
　
「
妬
心
」
　
　
祐
子
か
ら
戀
人
の
浮
氣
で
關
係
を
斷
つ
た
め
に
遘
合
ひ
を
求
め
ら
れ
た
一
郎
は
、

そ
れ
に
應
じ
て
祐
子
の
求
め
に
應
じ
る
が
、
そ
の
結
果
、
祐
子
と
同
棲
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
こ
へ
、

一
郎
と
付
き
合
つ
て
ゐ
る
人
妻
が
現
れ
、
人
妻
と
の
關
係
が
終
了
す
る
。
上
出
來
と
は
言
へ
な
い
作
品
。

　
　
「
心
栄
え
」
　
　
醜
女
の
知
子
に
惹
か
れ
た
男
の
話
。
上
品
な
振
舞
ひ
や
心
に
惹
か
れ
て
同
棲
へ
。

　
　
「
女
の
不
安
」
　
　
姓
へ
の
不
安
か
ら
女
た
ら
し
の
男
に
処
女
を
捨
て
た
い
と
い
ふ
女
友
達
に
向

か
ふ
男
の
話
。

著
者
　
と
み
し
ま
た
け
お
。
昭
和
六
年
、
朝
鮮
京
城
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
年
、
早
稲
田
大
學
佛
文
科
卒

業
。
河
出
書
房
勤
務
。
平
成
十
年
逝
去
。

そ
の
他
　
再
讀(15-06-15)

●290627

、
富
島
健
夫
著
『
花
の
秘
密
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日
、
火
曜
日

出
版
　
平
成
七
年
、
株
式
會
社
双
葉
社
、
双
葉
文
庫

副
題
内
容
概
要
　
中
學
一
年
生
の
鈴
子
は
新
婚
の
叔
母
三
重
子
の
家
に
泊
ま
り
、
夜
中
に
夫
婦
の
遘
合
ひ
を

垣
間
見
た
。
そ
の
後
、
友
達
の
經
驗
談
な
ど
か
ら
性
へ
の
關
心
と
あ
こ
が
れ
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
三
重
子

夫
妻
か
ら
も
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
が
、
高
校
一
年
生
の
夏
、
遠
縁
の
山
口
に
身
體
を
許
し
て
し
ま
ふ
。

そ
れ
を
三
重
子
夫
妻
に
告
げ
る
と
、
夫
妻
は
、
鈴
子
に
本
當
の
喜
び
を
敎
へ
る
た
め
に
、
山
口
と
は
二

度
と
付
合
は
ぬ
こ
と
を
敎
へ
、
鈴
子
に
遘
合
ひ
を
敎
へ
る
。
月
に
二
度
ほ
ど
の
泊
ま
り
込
み
で
鈴
子
は

遘
合
ひ
を
敎
へ
ら
れ
る
が
、
本
當
の
絶
頂
に
は
至
ら
な
い
。
友
人
宅
の
通
夜
で
三
重
子
が
家
を
空
け
る

夜
、
三
重
子
は
鈴
子
を
泊
り
に
呼
び
に
來
て
、
鈴
子
は
三
重
子
の
夫
と
二
人
の
み
で
遘
合
ひ
を
し
、
絶

頂
に
至
る
確
か
な
確
信
を
得
る
。
若
い
女
性
に
對
す
る
遘
合
ひ
敎
育
を
詳
し
く
描
い
て
ゐ
る
。

著
者
　
と
み
し
ま
た
け
お
。
昭
和
六
年
、
朝
鮮
京
城
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
年
、
早
稲
田
大
學
佛
文
科
卒

業
。
河
出
書
房
勤
務
。
平
成
十
年
逝
去
。

そ
の
他
　
再
讀(11-05-15)

●290629

、
下
川
耿
史
著
『
性
技
實
踐
録
』



讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日
、
木
曜
日

出
版
　
平
成
十
一
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫

副
題
　
セ
ッ
ク
ス
メ
ー
ト
氏
聞
き
書
き

内
容
概
要
　
ス
ワ
ッ
ピ
ン
グ
歴
が
三
十
數
年
の
セ
ッ
ク
ス
メ
ー
ト
氏
の
體
驗
に
よ
る
性
愛
の
仕
方
を
紹

介
し
て
ゐ
る
。
男
性
は
女
性
を
究
極
ま
で
樂
し
ま
せ
る
こ
と
に
、
本
當
の
樂
し
み
が
あ
る
。
前
技
は
挿

入
の
爲
の
準
備
行
爲
で
は
な
く
、
本
番
の
一
分
で
あ
る
。
勝
れ
た
性
感
覺
を
有
す
る
大
阪
の
女
醫
を
例

に
あ
げ
て
ゐ
る
。

著
者
　
し
も
か
わ
こ
う
し
。
昭
和
十
七
年
生
ま
れ
。
風
俗
史
家
。
再
讀
。

●290708

、
風
俗
資
料
研
究
會
遍
『
綾
子
の
秘
密
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
七
月
八
日
、
土
曜
日

出
版
　
出
版
年
不
明
、
富
士
出
版

副
題
　
秘
本
名
作
全
集
第
一
巻

内
容
概
要
　
「
も
し
ほ
草
」
と
「
エ
ロ
エ
ロ
交
響
樂
」
を
収
録
の
復
刻
版
。

著
者
　
不
明
。「
巻
頭
辭
」
に
は
、「
東
知
己
生
」
と
あ
る
。

そ
の
他
　
三
巻
が
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
て
、
定
價
が
付
い
て
ゐ
る
。

●290710

、
風
俗
資
料
研
究
會
遍
『
少
年
と
戀
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
日
、
月
曜
日

出
版
　
出
版
年
不
明
、
富
士
出
版

副
題
　
秘
本
名
作
全
集
第
二
巻

内
容
概
要
　
「
少
年
と
戀
」
と
「
花
の
歓
び
」
を
収
録
の
復
刻
版
。

著
者
　
不
明
。

そ
の
他
　
三
巻
が
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
て
、
定
價
が
付
い
て
ゐ
る
。

●290712

、
風
俗
資
料
研
究
會
遍
『
享
樂
秘
事
技
巧
術
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
二
日
、
水
曜
日

出
版
　
出
版
年
不
明
、
富
士
出
版

副
題
　
秘
本
名
作
全
集
第
三
巻

内
容
概
要
　
「
恐
怖
の
橋
」、「
肉
體
の
た
わ
む
れ
」、「
女
淫
抄
」、
お
よ
び
「
享
樂
秘
事
技
巧
術
」
を
収

録
の
復
刻
版
。
目
次
に
は
、
最
初
と
最
後
の
作
品
名
の
み
、

著
者
　
不
明
。

そ
の
他
　
「
秘
本
名
作
全
集
　
全
三
巻
」
と
し
て
紙
筒
に
容
れ
、
消
費
税
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
定
價
五
千
八

百
圓
を
付
け
て
ゐ
る
。
今
囘
、
讀
み
捨
て
に
す
る
た
め
に
目
を
通
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
取
り
立
て
て
言

ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

●291102

、
澁
谷
申
博
著
『
封
印
さ
れ
た
聖
な
る
性
の
秘
密
』

讀
了
日
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
日
、
木
曜
日



出
版
　
平
成
十
年
、
株
式
會
社
日
本
文
芸
社
。

副
題
内
容
概
要
　
我
が
國
古
來
の
宗
敎
、
思
考
法
の
中
に
存
在
す
る
性
の
感
覺
は
人
類
共
通
の
聖
な
る
も
の

で
あ
り
、
現
在
で
も
生
活
や
考
へ
方
の
深
い
と
こ
ろ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ゐ
る
。
聖
と
性
の
二

つ
の
概
念
が
深
く
結
び
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
を
紹
介
。

著
者
　
し
ぶ
や
の
ぶ
ひ
ろ
。
昭
和
三
十
年
、
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
學
第
一
文
學
部
哲
學
科
卒
業
。

そ
の
他
　
再
讀(23-04-07)

　
　
　
　
平
成
三
十
年

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年

●r010521

、
岡
田
甫
著
『
川
柳
愛
慾
史
』

讀
了
日
　
令
和
元
年
五
月
二
十
一
日
、
火
曜
日

出
版
　
昭
和
二
十
七
年
、
あ
ま
と
り
あ
社

副
題
内
容
概
要
　
我
が
國
の
歴
史
上
の
事
柄
に
關
聯
し
た
愛
慾
面
で
の
川
柳
を
事
件
毎
に
集
め
て
解
説
を
し

て
ゐ
る
。
最
後
に
、
川
柳
の
題
材
と
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
謡
曲
が
中
心
で
あ
り
、
謡
曲
に

な
つ
て
ゐ
な
い
歴
史
上
の
事
件
は
川
柳
に
な
つ
て
ゐ
な
い
と
解
説
し
て
ゐ
る
。

著
者
そ
の
他
　
再
讀(13-07-11)

こ
の
網
上
葉
の
履
歴

○
令
和
元
年
八
月
朔
日
、
掲
載
。

編
輯
　
　
　
有
限
會
社
與
野
書
房
　
　
　2019


